
府
本
部
常
任
執
行
委
員
会

は
、
５
月
30
日
、
熊
野
神
社

前
で
街
頭
宣
伝
行
動
を
実
施

し
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
・

大
増
税
に
反
対
。
核
兵
器
禁

止
条
約
の
早
期
批
准
を
大
き

な
声
で
訴
え
ま
し
た
。

と
り
わ
け
広
島
市
で
開
催

さ
れ
た
主
要
７
か
国
首
脳
会

議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
の

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
被

爆
者
や
国
民
が
願
う
核
兵
器

廃
絶
に
背
を
向
け
、
核
兵
器

使
用
容
認
の
「
核
抑
止
論
」

を
正
当
化
す
る
、
許
し
が
た

い
内
容
で
す
。
被
爆
者
や
反

核
・
平
和
団
体
は
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

出
さ
れ
る
の
で
は
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
岸
田
首

相
は
核
兵
器
の
使
用
を
認
め

る
「
核
抑
止
論
」
で
核
兵
器

廃
絶
の
要
求
を
拒
絶
し
ま
し

た
。大

軍
拡
に
要
す
る
費
用
は
、

５
年
間
で
43
兆
円
、
ロ
ー
ン

払
い
を
約
束
し
た
費
用
も
含

め
る
と
実
際
は
60
兆
円
近
く

に
な
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て

い
ま
す
。

軍
事
費
は
大
幅
に
増
加
さ

せ
る
中
で
、
福
祉
は
削
ら
れ

ま
す
。
こ
ん
な
政
権
に
は
す

ぐ
に
で
も
退
陣
し
て
も
ら
い
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
が
守
ら
れ

る
政
治
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
そ
れ
で
も
地
球

は
回
っ
て
い
る
」
ガ

リ
レ
オ
が
裁
判
に
か

け
ら
れ
た
時
に
つ
ぶ

や
い
た
言
葉
▼
京
都

民
報
と
い
う
週
刊
新
聞
５
月
25

日
号
が
女
性
の
く
ら
し
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
大
き
く
取
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
３
人
の
女
性

組
合
員
の
、
自
分
の
生
涯
も
日
々

の
収
支
も
赤
裸
々
に
示
し
て
の

告
発
を
読
ん
で
、
「
具
体
的
な

事
実
の
力
」
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
全
体
の
主

旨
も
伝
わ
る
な
と
し
み
じ
み
思

い
ま
し
た
▼
そ
し
て
５
月
26
日

の
高
裁
判
決
報
告
集
会
で
森
川

弁
護
士
、
原
告
代
表
の
楠
さ
ん
、

生
存
権
裁
判
の
森
田
弁
護
士
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
裁
判
所
が
ど
う

言
お
う
と
法
律
が
ど
う
で
あ
ろ

う
と
、
「
事
実
」
は
厳
然
と
し

て
あ
る
▼
「
そ
れ
で
も
私
た
ち

年
金
で
生
き
て
い
け
な
い
の
で

す
！
」

（
Ｋ
・
Ａ
）

夕 映 え

（1）２０２３年６月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第４０２号付録） 第４６１号

２０２３年６月１５日第４６１号
全 日 本 年 金 者 組 合 京 都 府 本 部
〒606－8397 京都市左京区聖護院川原町4—13

☎ 075-761-3213 FAX 075-761-3214
mail nenkin-kyoto@iaa.itkeeper.ne.jp

発行責任者 山本和夫

核兵器容認「広島ビジョン」では

「核」はなくならない

大
軍
拡
・
大
増
税
に
も
反
対
！

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
年
金
額
の
支
給
を
！

上

熊
野
神
社
前
で
訴
え
る

山
本

委
員
長

右

藤
原
副
委
員
長
は

外
国
の
方
に
訴
え



５
・
26
大
阪
高
裁

判
決
報
告
集
会
開
催

大
阪
高
裁
で
の
不
当
判
決
を
受

け
て
、
「
年
金
裁
判
」
に
勝
利
し

年
金
制
度
を
よ
く
す
る
京
都
の
会

が
主
催
す
る
報
告
集
会
が
５
月
26

日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
第
12
会
議
室

で
行
わ
れ
、
原
告
・
支
援
者
52
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

梶
川
憲
京
都
の
会
代
表
が
挨
拶
、

森
川
明
年
金
裁
判
弁
護
団
長
の
報

告
、
特
別
報
告
と
し
て
生
存
権
裁

判
を
闘
っ
て
お
ら
れ
る
森
田
基
彦

弁
護
士
が
地
裁
で
勝
利
判
決
を
勝

ち
取
っ
て
い
る
状
況
を
詳
細
に
報

告
、
年
金
裁
判
と
生
存
権
裁
判
は

ど
ち
ら
も
大
切
な
裁
判
な
の
で
共

同
し
て
頑
張
ろ
う
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
５
人
の
方
が
発
言

さ
れ
、
低
年
金
で
暮
ら
し
が
成
り

立
た
な
い
発
言
が
あ
り
、
最
低
保

障
年
金
制
度
の
創
設
が
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

原
告
団
を
代
表
と
し
て
楠
原
告

団
事
務
長
は
、
判
決
に
対
す
る
声

明
文
を
読
み
上
げ
、
今
後
の
運
動

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
運
動
の
提
起
は
次
の
通
り

で
す
。

【
最
高
裁
で
の
全
国
的

獲
得
目
標
】

①
事
件
を
大
法
廷
に
回

付
し
て
統
一
し
た
憲
法

判
断
求
め
る
。

②
堀
木
訴
訟
の
「
壁
」
を
打
ち
破

る
。
憲
法
25
条
を
活
か
し
た
判
断

と
年
金
生
活
者
の
実
態
を
認
識
さ

せ
る
。

③
国
際
的
な
人
権
水
準
を
踏
ま
え

た
憲
法
解
釈
を
求
め
る
。
の
3
点

で
す
。

【
今
後
の
運
動
】

①
高
裁
へ
の
要
請
行
動
を
強
め
る
。

「
大
法
廷
回
付
を
求
め
る
要
請
署

名
」
を
す
す
め
る
。
急
い
で
全
力

で
強
め
ま
す
。
全
国
目
標
は
５
万

で
す
。
京
都
は
ま
だ
１
０
７
４
筆

で
す
。

※
「
大
法
廷
に
回
付
を
求
め
る
署

名
」
を
再
度
各
支
部
に
下
ろ
し

ま
す
。

②
団
体
署
名
と
「
長
官
へ
の
手
紙
」

も
と
り
く
み
ま
す
。
③
最
高
裁
要

請
行
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

④
宣
伝
活
動
を
広
げ
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
６
月
15
日
の
「
支
給
日

宣
伝
」
を
全
支
部
で
と
り
く
む
こ

と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
15

日
、
本
部･

支
部
２
７
カ
所
で
、
何

と
し
て
も
宣
伝･

署
名
行
動
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
世
論
を
高
め
、
国
に
圧
力
を
か

け
る
た
め
に
、
「
年
金･

雇
用
署
名

２
０
２
３
」
を
正
面
に
据
え
と
り

く
み
ま
す
。
目
標
は
、
全
国
５
０

万
筆＝

最
終
12
月
末＝

２
０
２
４

年
通
常
国
会
に
提
出
予
定

⑥
最
後
に
、
数
は
力
！
当
面
の

「
月
間
」
で
飛
躍
し
、
「
右
手
の

署
名
、
左
手
に
拡
大
の
訴
え
」
で

一
日
も
早
く
６
０
０
０
人
府
本
部

を
実
現
し
、
最
高
裁
逆
転
勝
利
を

実
現
し
よ
う
。

年
金
裁
判
判
決
報
告
集
会
と

最
高
裁
包
囲
人
間
の
鎖
行
動

に
参
加
し
て

楠

晤
副
委
員
長

５
月
22
日
午
前
11
時
す
ぎ
、
最

高
裁
判
所
正
門
付
近
に
は
１
都
33

府
県
の
年
金
者
組
合
の
代
表
２
０

０
余
人
が
参
集
し
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
手
を
つ
な
ぎ
、
正
門
か

ら
西
門
付
近
ま
で
約
３
０
０
㍍
の

最
高
裁
を
包
囲
す
る
人
間
の
鎖
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
、
弁
護
団
の
報
告
、

最
初
に
上
告
さ
れ
た
山
梨
県
団
長

の
決
意
と
訴
え
な
ど
、
最
高
裁
に

向
け
て
「
大
法
廷
回
付
で
憲
法
25

条
に
基
づ
く
正
当
な
判
決
を
」
と

の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
最
高
裁
を

人
間
の
鎖
な
ど
で
直
に
訴
え
る
行

動
は
史
上
初
め
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
参
議
院
会
館
講

堂
に
場
所
を
移
し
て
「
怒
り
の
決

起
集
会
」
が
行
わ
れ
２
５
０
余
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

裁
判
報
告
で
は
、
最
高
裁
を
闘

う
上
で
の
獲
得
目
標
、
計
画
も
語

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
11
ブ
ロ
ッ
ク
を

代
表
し
て
代
表
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
京
都
は
山
本
委

員
長
が
「
ゼ
ネ
ス
ト
も
辞
さ
な
い

闘
い
の
決
意
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

集
会
は
最
後
に
「
５
・
22
『
最

高
裁
包
囲
』
・
『
決
起
集
会
』
を

起
点
に
、
６
・
15
年
金
支
給
日
に

最
大
・
最
高
の
と
り
く
み
で
、

「
日
本
列
島
騒
然
」
た
る
事
態
を

つ
く
り
だ
そ
う
」
と
の
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
締
め
く
く
り
終
了
し
ま
し

た
。
京
都
か
ら
は
山
本
委
員
長
と

楠
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０２３年６月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第４０２号付録） 第４６１号 （2）

年金下げるな 全世代の声

「高裁判決報告集会」低年金を告発

最高裁包囲「怒りの人間の鎖」行動



健
康
保
険
証
の
廃
止
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
等
改
定
案
の
採

決
強
行
に
断
固
抗
議
す
る

保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
を
強
要
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
等
改
定
案
が
６
月
２
日
、
参

議
院
本
会
議
で
自
民
・
公
明
・
維
新
・

国
民
の「
悪
政
４
党
連
合
」に
よ
っ
て

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
、コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票

誤
交
付
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」の
情
報

登
録
の
誤
り
に
続
き
、公
金
受
け
取

り
口
座
と
の
ひ
も
付
け
で
も
誤
登
録

が
判
明
す
る
な
ど
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
巡
っ
て
、個
人
情
報
流
出
に
つ
な

が
る
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
て
い
る
中
で

の
採
決
強
行
で
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」に
は
多
く

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
①
資
格
確

認
証
は
１
年
未
満
の
期
限
で
、健
康

保
険
証
の
有
効
期
間
２
年
か
ら
短
縮

さ
れ
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
の
発

行
は
、法
律
上
も
国
民
に
保
障
さ
れ

た
権
利
で
、保
険
者
の
義
務
で
す
が
、

国
民
の
自
己
責
任
（
申
請
）に
な
り

ま
す
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
年
金
な
ど
の

公
金
受
取
口
座
の
ひ
も
付
け
に
つ
い

て
、
本
人
か
ら「
不
同
意
」の
回
答
が

な
け
れ
ば
同
意
と
み
な
さ
れ
る
仕

組
み
も
導
入
さ
れ
ま
す
③
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
所
持
を
全
国
民
に
強
要

し
、個
人
情
報
の
収
集
を
通
じ
て
国

民
監
視
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る（
国

民
総
背
番
号
制
）。

そ
も
そ
も
保
険
証
は
、国
民
皆
保

険
の
も
と
で
、被
保
険
者
全
員
へ
の
交

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
す
る
危
険

性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、保
険
証
の
廃
止
を
強
行
す
れ

ば
混
乱
は
必
至
で
す
。
本
来
任
意
で

あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

実
質
強
制
す
る
保
険
証
の
廃
止
は

憲
法
違
反
で
す
。
誰
で
も
保
険
証
１

枚
で
受
診
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
国
民

皆
保
険
の
原
則
で
す
。

年
金
者
組
合
は
、国
民
保
険

制
度
を
揺
る
が
し
、医
療
か
ら

国
民
を
遠
ざ
け
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
等
改
定
案
」の
採
決
強
行
に

向
け
て
怒
り
を
込
め
て
抗
議

す
る
。

（
年
金
者
組
合
中
央
本
部

「
抗
議
声
明
」か
ら
抜
粋
）

（3）２０２３年６月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第４０２号付録） 第４６１号

こ
ん
な
政
治
は
イ
ラ
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
国
民

総
背
番
号
制
・コ
ロ
ナ
感
染
症

自
己
責
任
化
・・年
金
引
き
下

げ
物
価
高
騰
に
見
合
っ
た

年
金
額
に
再
改
定
を
！

府
本
部

森
脇
芳
男

物
価
高
騰
が
続
く
中
、６
月
の

年
金
支
払
い
分
か
ら
年
金
が
１
・

９
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、１
・
９
％
は
昨
年
度
の

物
価
上
昇

率
（
総
務
省

公
表
）で
あ

り
、１
月
以

後
の
物

価

高
騰
分
は
一
切
配
慮
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
と
前
年

12
月
の
物
価
上
昇
率
の
比
較
を

総
務
省
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
食

料
品
で
は
７
・
０
％
増
、
電
気
代

21
・
３
％
増
、
ガ
ス
台
23
・
３
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
消
費
す
る
年
金
の

ほ
と
ん
ど
は
食
費
と
光
熱
費
、
医

療
費
・
衣
服
費
な
ど
で
す
。
物
価

上
昇
率
１
・
９
％
と
は
か
け
離
れ

て
い
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
は
、
今
年
４
月

の
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
同

月
比
、３
・
５
％
上
昇
と
公
表
し

て
い
ま
す
。

物
価
の
高
騰
は
低
年
金
で
苦

し
む
年
金
生
活
者
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ「
年
金
を

引
き
上
げ
る
再
改
定
」
を
行
う
べ

き
で
す
。
そ
れ
が
政
治
で
す
。

物
価
高
騰
に
見
合
っ
た
年
金

を
支
給
せ
よ
の
声
を
大
き
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

投稿

２０２３年６月３０日

（金）１３時～１６時

ラボール京都２階ホール

中京区壬生仙念町30-2

四条御前バス停前

〈
投
稿
〉

コ
ロ
ナ
感
染
症
２
類
か
ら

５
類
に
変
更

右
京
支
部

丹
所
紀
代
子

（
元
看
護
師
）

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
、「
ホ
ッ
」

と
す
る
と
同
時
に「
緊
張
感
」に
包
ま

れ
て
い
る
。
マ
ス
ク
を
外
せ
る
こ
と
で
、

息
苦
し
さ
か
ら
の
解
放
、唾
液
が
出

る
よ
う
に
な
る
し
、皮
膚
荒
れ
が
治

る
。
会
話
が
ス
ム
ー
ス
に
伝
わ
る
、
咳

を
遠
慮
な
く
で
き
る
な
ど
な
ど
。
生

理
現
象
と
社
会
現
象
の
、あ
た
り
前

の
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
大
切
だ
っ
た
と
の

「
ホ
ッ
」で
あ
る
。

一
方
５
類
に
か
わ
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス

そ
の
も
の
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く

「
新
型
」ウ
イ
ル
ス
の
進
化
は
今
後
如

何
に
?!

生
理
現
象
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
る
？
と
の
心
配
・
緊
張
が
起

き
て
い
る
。
ま
た
、検
査
や
受
診
の
公

費
負
担
が
な
く
な
る
医
療
費
の
不

安
、医
療
機
関
の
受
入
れ
態
勢
が
縮

小
す
る
、観
光
客
が
増
え
て
暴
露
の

機
会
が
拡
大
す
る
な
ど
の
緊
張
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
自
己
防
衛
が
欠

か
せ
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
①
体

調
に
症
状
や
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

即
、医
療
機
関
に
か
か
る
。
②
む
や
み

に
人
混
み
に
は
出
歩
か
な
い
③（
正
し

い
）手
洗
い
と
喚
気
の
励
行
の
徹
底
。

特
に
密
閉
・
密
室
・
密
集
は
避
け
る
こ

と
を
習
慣
に
す
る
④
そ
の
場
に
応
じ

た
マ
ス
ク
と
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
行
う
⑤

適
度
な
運
動
と
食
事
、十
分
な
睡
眠

に
気
を
付
け
る
こ
と
が
自
己
防
衛
に

な
る
と
思
い
ま
す
。



こ
の
１
年
間
、
補
聴
器
の
公
的
補

助
を
求
め
る
京
都
府
内
の
運
動
は
大

き
な
変
化
が
起
こ
り
、
各
地
域
で
も

と
り
く
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
京
都
市
議
会
が
国
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
時
の
公
的
補
償

の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。
12
月
に
は
、
福
知
山
市

と
京
都
府
が
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。

京
都
府
が
国
へ
の
意
見
書
を
採

択
し
た
こ
と
は
府
内
の
運
動
に
弾

み
も
つ
け
ま
し
た
。

亀
岡
市
で
は
、
亀
岡
で
は
年
金

者
組
合
や
社
保
協
等
７
団
体
で
連

絡
会
を
結
成
し
、
補
聴
器
の
公
的

補
助
を
求
め
て
一
昨
年
か
ら
活
動

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
署
名
目

標
を
３
０
０
０
名
に
設
定
し
老
人

会
に
も
協
力
を
よ
び
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
城
陽
市
で
も
難
聴
協
と

も
対
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。
京
田

辺
市
で
は
「
社
保
協
で
市
と
懇
談
、

補
聴
器
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
４
０
０

０
人
を
約
束
さ
せ
た
」
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。
右
京
区
で
は
、
学

習
会
に
50
名
が
参
加
す
る
な
ど
運

動
が
す
す
み
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
運
動
の
中
、
４
月

に
は
自
治
体
に
よ
る
公
的
補
助
が

実
現
し
ま
し
た
。
京
丹
後
市
（
４

月
号
の
年
金
者
し
ん
ぶ
ん
で
詳
細

を
報
告
済
）
と
精
華
町
で
す
。
こ

の
よ
う
な
助
成
制
度
は
全
国
で
も

１
８
８
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。自

治
体
議
会
に
対
す
る
国
へ
の

意
見
書
採
択
運
動
や
自
治
体
に
よ

る
助
成
制
度
を
す
す
め
て
い
く
運

動
を
６
月
以
降
も
強
め
て
い
き
ま

す
。ま

ず
、
７
月
19
日
（
水
）
、
１

３
時
30
分
か
ら
教
文
セ
ン
タ
ー
２

０
３
号
室
に
お
い
て
、
運
動
を
す

す
め
て
い
く
学
習
会
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
で
請
願
運
動

が
す
す
む
よ
う
、
全
府
的
な
申
し

入
れ
運
動
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

与
謝
宮
津
支
部

片
山
清

宮
津
与
謝
支
部
で
は
、
２
０
２

０
年
に
、
年
金
者
組
合
宮
津
与
謝

支
部
・
新
婦
人
支
部
・
与
謝
社
会

保
障
推
進
協
議
会
の
三
者
で
、
国

に
対
し
て
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度

の
「
要
請
書
」
を
宮
津
市
、
与
謝

野
町
、
伊
根
町
の
各
自
治
体
に
行

い
ま
し
た
。
結
果
、
宮
津
市
と
与

謝
野
町
で
は
議
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

以
降
３
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

支
部
も
高
齢
化
し
各
自
治
体
へ
の

公
的
補
助
運
動
が
思
う
よ
う
に
は

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

何
と
か
議
会
へ
の
運
動
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
と
検
討

し
て
い
ま
す
。

亀
岡
支
部

小
川
正

亀
岡
で
は
年
金
者
組
合
や
社
保

協
等
７
団
体
で
連
絡
会
を
結
成
し
、

補
聴
器
の
公
的
補
助
を
求
め
て
一

昨
年
か
ら
活
動
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

現
在
、
６
月
市
議
会
に
向
け
て

の
請
願
署
名
活
動
を
柱
に
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

署
名
目
標
は
３
０
０
０
名
。
な

か
な
か
大
変
で
す
が
、
連
絡
会
構

成
員
の
つ
な
が
り
で
の
署
名
、
老

人
会
や
連
絡
会
参
加
外
の
団
体
へ

の
働
き
か
け
と
あ
わ
せ
て
毎
週
土

曜
日
、
時
間
を
変
え
て
の
ス
ー
パ
ー

前
宣
伝
を
３
月
26
日
か
ら
５
月
29

日
ま
で
８
回
継
続
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。
「
補
聴
器
の
購
入
時
の

公
的
補
助
を
求
め
る
署
名
に
ご
協

力
を
」
と
大
き
く
書
い
た
模
造
紙

に
手
書
き
の
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
を

張
り
付
け
た
看
板
を
首
か
ら
ぶ
ら

下
げ
て
署
名
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
反
応
は
良
く
高
齢
者
だ
け
で

な
く
中
年
の
人
や
若
い
人
も
署
名

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

連
絡
会
で
は
６
月
市
議
会
に
向

け
て
、
８
日
に
署
名
を
添
え
て
の

請
願
提
出
、
９
日
に
会
派
訪
問
、

26
日
に
市
民
環
境
厚
生
常
任
委
員

会
で
の
陳
述
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（第３種郵便物認可第４０２号付録） 第４６１号 （４）

補聴器の公的補助

を求める

京都府内の運動

「補聴器」問題
運動交流学習会

２０２３.年７月１９日（水）

１３時３０分～

教文センター２０３号室

・京丹後市の取り組みを報告

丹後支部 山添善明書記長

・各地域の運動、取り組みの交流

みなさん是非ご参加ください！

補聴器国への意見書 京都府が全会派一致で採択（20
22年12月） 記者会見の様子

宮
津
市
議
会
・
与
謝
野

町
議
会
が
採
択

亀
岡

連
絡
会
で
市
会

要
請
6
月
採
択
め
ざ
す




